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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

第２四半期連結累計期間
第63期

第２四半期連結会計期間
第62期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 6,113,402 2,812,777 16,615,613

経常利益（△経常損失） (千円) △51,124 △73,735 2,083,324

四半期(当期)純利益
（△純損失）

(千円) △373,528 △402,277 1,357,624

純資産額 (千円) ― 15,001,790 16,005,971

総資産額 (千円) ― 22,778,315 23,720,531

１株当たり純資産額 (円) ― 644.10 672.00

１株当たり四半期
(当期)純利益（△純損失）

(円) △16.12 △17.45 57.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ 57.10

自己資本比率 (％) ― 64.8 66.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △230,799 ― 840,230

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △881,020 ― △799,828

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 272,330 ― △778,073

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,713,054 4,668,220

従業員数 (名) ― 1,146 1,122

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　従業員数は、就業人員数を記載しております。

 ３　第63期第２四半期連結累計期間及び第63期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社企業グループ(当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 1,146

(注)　従業員数は、当社企業グループから当社企業グループ外への出向者を除き、当社企業グループ外から当社企業グ

ループへの出向者を含む就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 308

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社企業グループは、「工業用ミシン製造販売事業」及び「自動車用部品製造販売事業」の区分であ

りますが、「工業用ミシン製造販売事業」の割合が90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報

は記載を省略しております。以下は当第２四半期連結会計期間における所在地別セグメントの状況を記

載しております。
　

所在地別セグメントの名称 生産高(千円)

日本 792,792

中国 764,219

合計 1,557,012

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、製造原価によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社企業グループは、受注生産形態をとらないため、品目ごとに受注規模を金額あるいは数量で示すこ

とはできません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を所在地別セグメントごとに示すと、次のとおりであり

ます。
　

所在地別セグメントの名称 売上高(千円)

日本 230,222

中国 679,075

その他のアジア 1,138,533

米州 385,868

欧州 379,078

合計 2,812,777

(注) １　売上高は、外部顧客に対する売上高であります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。　

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間は、米国の金融危機が欧州や新興国にも波及し、世界的な金融不安が高まりま

した。

この影響は雇用の悪化や個人消費の冷え込みにつながり、先進国の景気減速懸念が強まりました。中国、

インドなど新興国においても、先進国経済の減速の影響により輸出の伸びが鈍化するなど、経済成長を下押

ししております。

日本経済も、原材料価格の高騰や輸出の減速から、企業収益は急速に落ち込み、企業の景況感も大幅に悪

化しております。

工業用ミシン業界におきましては、世界的な景気減速の影響を受け、衣料品の消費冷え込みにより縫製

メーカーの設備投資意欲の減退が顕著となり、ミシン販売は低迷を余儀なくされました。

このような環境のもとで、当第２四半期連結会計期間の当社企業グループ売上高は、中国やその他のアジ

アにおいて大きな落ち込みとなったことにより、28億12百万円となりました。

収益面では、売上高の減少に伴い生産量を縮小し、操業度が低下したことにより売上原価率が大幅に上昇

したこと、また円の為替相場がドル、人民元に対して円高に推移したことも加わり、営業損失66百万円、経常

損失73百万円、四半期純損失４億２百万円となりました。

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

（日本）

売上高は２億30百万円、営業損失は２億92百万円となりました。

（中国）

米国はじめ先進国経済の減速の影響や金融引締めの影響などにより大きく落ち込み、売上高は６億79百

万円、営業利益は２百万円となりました。

（その他のアジア）

米国はじめ先進国経済の減速の影響などにより低調に推移し、売上高は11億38百万円、営業利益は９百万

円となりました。

（米州）

米国経済の減速の影響などにより低調に推移し、売上高は３億85百万円、営業利益は26百万円となりまし

た。

（欧州）

景気減速の影響などにより悪化しつつあり、売上高は３億79百万円、営業利益は59百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ９億42百万円減少し、227億78百万円

となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて９億13百万円減少し、161億66百万円となりました。これは、現金

及び預金が６億35百万円、受取手形及び売掛金が８億37百万円それぞれ減少し、短期貸付金が３億円増加し

たことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて29百万円減少し、66億11百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて３億３百万円減少し、58億42百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金が１億42百万円、未払金が３億42百万円それぞれ減少し、有利子負債が２億79百万円増加した

ことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて３億65百万円増加し、19億33百万円となりました。これは、長期借

入金が４億50百万円増加し、役員退職慰労引当金が52百万円減少したことなどによります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ10億４百万円減少し、150億１百万円となりました。これは主とし

て利益剰余金が５億19百万円、為替換算調整勘定が２億44百万円それぞれ減少し、自己株式が２億６百万円

増加したことによる減少などによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、前四半期連結会計期間末に比べ４億46百万

円減少し、37億13百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失が69百万円であり、売上債権の減少６

億77百万円、たな卸資産の増加３億75百万円、未払金の減少３億29百万円などにより、60百万円の収入とな

りました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入及び払戻の収支の減少95百万円、有形固定資産の

取得による支出１億47百万円、貸付金の貸付及び回収の収支の減少１億49百万円などにより、３億64百万円

の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の純減少額３億９百万円などにより、３億57百万円の

支出となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間においては、当社企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間における当社企業グループ全体の研究開発活動の金額は、98百万円でありま

す。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、完成した主要な設備は次のとおりであります。

在外子会社

会社名
事業所名
(所在地)

設備の
内容

帳簿価額(千円)（注）１

従業員数
(名)

完成年月建物及び
構築物

機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)
（注）２

その他 合計

ペガサス(天津)
ミシン有限公司

本社
(中国天津市)

生産設備 288,1342,037
―
(―)

29,336319,508199
平成20年
６月

天津ペガサス嶋本
自動車部品
有限公司

本社
(中国天津市)

生産設備 380,711195,835
―
(―)

25,942602,48977
平成20年
６月

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　土地については、使用権を保有しており、使用権を無形固定資産に計上しております。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

また、前四半期連結会計期間末に計画中であった設備計画のうち、当第２四半期連結会計期間に完了した

ものについては、上記の「主要な設備の状況」に記載のとおりであります。

会社名
事業所名　　　（所

在地）
設備の内容

投資予定額
（注）１ 資金調達

方法
着手年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

天津ペガサス嶋本
自動車部品有限公司

本社　　　　　　(中国
天津市)

生産設備 91,550 ―
増資資金
（注）２

平成20年　９
月

平成20年　12
月

（注）３

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　当該増資資金は、当社が平成18年12月公募増資、新株式の発行により調達した資金であります。

３　アルミダイカストの生産量600トン/年を見込んでおります。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,928,000

計 76,928,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成20年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,652,000 23,652,000
東京証券取引所
（市場第一部）

―

計 23,652,000 23,652,000 ― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりで

あります。

株主総会の特別決議日(平成15年６月26日)

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個)　　　　　　　　　　 (注)１ 43

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) (注)１，２ 172,000

新株予約権の行使時の払込金額(円)　　　 (注)３ 100

新株予約権の行使期間
　平成17年８月１日～
平成25年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合
の株式の発行価格及び資本組入額(円)　　 (注)３

　発行価格　　　 100
　資本組入額　　　50

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) １　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株予約権の数及び新株

予約権の目的となる株式の数から、行使した者ならびに退職による権利喪失した者の数を減じております。
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２　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の

算式に基づいて調整し、調整の結果生じる１株未満の株式は切り捨てることとしております。

　　　　　　調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割・併合の比率

３　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式に基づいて１株当たりの払込金額を

調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げることとしております。

　　　　　　調整後払込金額　＝　調整前払込金額　×　１／分割・併合の比率

４　新株予約権の行使の条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

　①新株予約権の割り当てを受けたものは、新株予約権行使時においても、当社または当社子会社の取締役、　　監査

役または使用人(顧問、相談役含む。)であることを要する。

　②新株予約権を譲渡する場合は、取締役会の承認を要する。また、新株予約権の質入、担保提供その他の処分及び

相続は認めない。

　③その他の条件は、平成15年６月26日開催の株主総会及び新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株

予約権の割り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約権割当契約」で定めるところによる。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日(注)

48,00023,652,0002,4001,902,3502,4001,804,807

(注)　平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく新株予約権の行使による増加であります。

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

美　馬　大　道 兵庫県宝塚市 1,475 6.24

板　東　敬　三 兵庫県西宮市 861 3.64

ペガサスミシン従業員持株会 大阪市福島区鷺洲五丁目７－２ 860 3.64

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１－２ 830 3.51

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８－11 733 3.10

ペガサスミシン製造株式会社 大阪市福島区鷺洲五丁目７－２ 733 3.10

吉　田　隆　子 京都市左京区 709 3.00

板　東　雄　大 大阪府豊中市 707 2.99

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１－５ 644 2.72

美　馬　成　望 兵庫県西宮市 591 2.50

計 ― 8,147 34.45

(注) １　上記所有株式のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
　　　

541千株
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２　モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・リミテッド及びその共同保有者であるモルガン

・スタンレー・アセット・マネジメント投信株式会社及びモルガン・スタンレー・インベストメント・マネ

ジメント・インクから平成20年４月22日付で関東財務局長に提出された変更報告書により、平成20年４月15

日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末にお

ける所有株式数の確認ができておりませんので、上記大株主の状況には含めておりません。 

なお、変更報告書の内容は、以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

モルガン・スタンレー・インベスト
メント・マネジメント・リミテッド

25 Cabot Square Canary Wharf
London E14 4QA U.K.

150 0.64

モルガン・スタンレー・アセット・
マネジメント投信株式会社

東京都渋谷区恵比寿四丁目20－３
恵比寿ガーデンプレイスタワー

738 3.13

モルガン・スタンレー・インベスト
メント・マネジメント・インク

522 Avenue of Americas, 
New York, NY 10036, USA

53 0.23

　

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）　

普通株式　    733,300
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 22,917,700 229,176 ―

単元未満株式 普通株式　      1,000 ― ―

発行済株式総数 23,652,000 ― ―

総株主の議決権 ― 229,176 ―

(注)「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりません。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ペガサスミシン製造
株式会社

大阪市福島区鷺洲
五丁目７－２

733,300 ― 733,300 3.10

計 ― 733,300 ― 733,300 3.10
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 454 512 487 422 331 275

最低(円) 395 410 411 325 208 196

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項

第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月　

１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,349,661 4,985,108

受取手形及び売掛金 3,360,074 4,197,491

商品及び製品 2,779,193 2,648,888

仕掛品 972,898 763,650

原材料及び貯蔵品 3,644,479 3,548,179

その他 1,134,496 1,008,099

貸倒引当金 △73,845 △71,346

流動資産合計 16,166,957 17,080,070

固定資産

有形固定資産 ※１, ※３
 4,545,269

※１, ※３
 4,527,993

無形固定資産 314,212 285,765

投資その他の資産 ※２, ※３
 1,751,874

※２, ※３
 1,826,701

固定資産合計 6,611,357 6,640,460

資産合計 22,778,315 23,720,531

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,441,294 1,584,174

短期借入金 2,959,116 2,884,910

未払法人税等 178,831 200,151

賞与引当金 230,738 229,270

その他 1,032,607 1,247,223

流動負債合計 5,842,587 6,145,730

固定負債

長期借入金 913,140 462,390

退職給付引当金 392,027 422,661

役員退職慰労引当金 405,155 458,101

その他 223,612 225,676

固定負債合計 1,933,936 1,568,829

負債合計 7,776,524 7,714,560

純資産の部

株主資本

資本金 1,902,350 1,899,950

資本剰余金 2,048,673 2,046,273

利益剰余金 10,718,654 11,238,444

自己株式 △291,473 △85,462

株主資本合計 14,378,203 15,099,204

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △84,443 △64,119

為替換算調整勘定 468,229 712,284

評価・換算差額等合計 383,785 648,164

少数株主持分 239,801 258,602

純資産合計 15,001,790 16,005,971

負債純資産合計 22,778,315 23,720,531
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 6,113,402

売上原価 4,089,945

売上総利益 2,023,456

販売費及び一般管理費 ※
 2,058,786

営業損失（△） △35,329

営業外収益

受取利息 69,614

受取配当金 4,936

為替差益 23,681

受取賃貸料 30,791

その他 10,163

営業外収益合計 139,187

営業外費用

支払利息 87,498

開業費償却 57,271

その他 10,212

営業外費用合計 154,982

経常損失（△） △51,124

特別利益

固定資産売却益 174

保険解約返戻金 5,307

ゴルフ会員権売却益 60

貸倒引当金戻入額 158

特別利益合計 5,699

特別損失

固定資産除売却損 4,216

特別損失合計 4,216

税金等調整前四半期純損失（△） △49,641

法人税、住民税及び事業税 119,955

法人税等調整額 214,598

法人税等合計 334,554

少数株主損失（△） △10,668

四半期純損失（△） △373,528
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 2,812,777

売上原価 1,923,805

売上総利益 888,972

販売費及び一般管理費 ※
 955,723

営業損失（△） △66,750

営業外収益

受取利息 41,926

受取賃貸料 15,395

その他 13,970

営業外収益合計 71,292

営業外費用

支払利息 43,849

為替差損 28,846

その他 5,581

営業外費用合計 78,276

経常損失（△） △73,735

特別利益

固定資産売却益 174

保険解約返戻金 5,307

ゴルフ会員権売却益 60

貸倒引当金戻入額 154

特別利益合計 5,695

特別損失

固定資産除売却損 1,446

特別損失合計 1,446

税金等調整前四半期純損失（△） △69,485

法人税、住民税及び事業税 43,630

法人税等調整額 291,059

法人税等合計 334,690

少数株主損失（△） △1,898

四半期純損失（△） △402,277
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △49,641

減価償却費 196,373

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,735

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30,633

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △52,945

デリバティブ評価損益（△は益） △1,840

受取利息及び受取配当金 △74,551

支払利息 87,498

為替差損益（△は益） 128,220

受取賃貸料 △30,791

固定資産除売却損益（△は益） 4,042

売上債権の増減額（△は増加） 644,830

たな卸資産の増減額（△は増加） △594,694

仕入債務の増減額（△は減少） 68,083

未払金の増減額（△は減少） △309,666

その他 △58,097

小計 △71,077

利息及び配当金の受取額 69,993

利息の支払額 △86,311

法人税等の支払額 △143,404

営業活動によるキャッシュ・フロー △230,799

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △539,911

定期預金の払戻による収入 225,227

有形固定資産の取得による支出 △300,264

有形固定資産の売却による収入 561

無形固定資産の取得による支出 △117

貸付けによる支出 △590,800

貸付金の回収による収入 295,400

投資不動産の賃貸による収入 30,791

その他 △1,907

投資活動によるキャッシュ・フロー △881,020

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △11,230

長期借入れによる収入 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △344,290

自己株式の取得による支出 △206,010

株式の発行による収入 4,800

配当金の支払額 △164,034

少数株主への配当金の支払額 △6,804

その他 △100

財務活動によるキャッシュ・フロー 272,330

現金及び現金同等物に係る換算差額 △115,676

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △955,165

現金及び現金同等物の期首残高 4,668,220

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,713,054
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

会計処理の原則及び手続の変更

(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益への影響はありません。

(2)連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年

５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っておりま

す。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ15百万円増加して

おります。

(3)リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業

会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　

最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買

取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　この結果、リース資産が有形固定資産に計上されており、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び

税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,029,227千円

 

※２　投資その他の資産の減価償却累計額

258,505千円

 

※３　担保に供している資産

有形固定資産 1,027,936千円

投資その他の資産 763,082 〃

　　　計 1,791,019千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

5,940,951千円

 

※２　投資その他の資産の減価償却累計額

254,943千円

 

※３　担保に供している資産

有形固定資産 1,046,312千円

投資その他の資産 766,644 〃

　　　計 1,812,957千円

　　　担保されている債務

短期借入金 2,734,116千円

流動負債その他 487,240 〃

長期借入金 704,620 〃

　　　計 3,925,976千円

　　　担保されている債務

短期借入金 2,629,910千円

流動負債その他 353,240 〃

長期借入金 377,790 〃

　　　計 3,360,940千円

　４　当社企業グループは、運転資金の効率的な調達を行

うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しており

ます。

　　　当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約

に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度総額 6,725,000千円

借入実行残高 2,899,116 〃

　差額 3,825,884千円

　４　当社企業グループは、運転資金の効率的な調達を行

うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しており

ます。

　　　当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入

未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度総額 6,725,000千円

借入実行残高 2,834,910 〃

　差額 3,890,090千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 423,070千円

賞与引当金繰入額 71,062 〃 

役員退職慰労引当金繰入額 41,092 〃 

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 219,193千円

賞与引当金繰入額 27,534 〃 

役員退職慰労引当金繰入額 8,748 〃 
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,349,661千円

預入期間が３ヶ月を越える定期預

金
△636,606 〃

現金及び現金同等物 3,713,054千円
 

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 23,652,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 733,330

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月24日
定時株主総会

普通株式 164,034 7 平成20年３月31日 平成20年６月25日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月21日
取締役会

普通株式 160,430 7 平成20年９月30日 平成20年12月５日 利益剰余金

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　当社は、平成20年２月25日、５月12日及び９月１日開催の取締役会決議により、平成20年４月から９月にかけ

て、合計206,010千円の自己株式を市場より取得いたしました。 

　これに伴い、当第２四半期連結会計期間末において、自己株式が△291,473千円となっております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「工業用ミシン製造販売事業」の割合が

90％を越えているため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

日本
(千円)

中国
(千円)

その他の
アジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

230,222679,0751,138,533385,868379,0782,812,777 ― 2,812,777

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は
　　　振替高

1,363,926506,231 ― ― ― 1,870,158(1,870,158)―

計 1,594,1481,185,3061,138,533385,868379,0784,682,936(1,870,158)2,812,777

営業利益（又は営業

損失△）
△292,365 2,876 9,453 26,947 59,330△193,757127,006△66,750

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

日本
(千円)

中国
(千円)

その他の
アジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

471,6711,621,4562,408,548748,163863,5626,113,402 ― 6,113,402

　(2) セグメント間の
　　　内部売上高又は
　　　振替高

2,997,0971,114,429 ― ― ― 4,111,526(4,111,526)―

計 3,468,7682,735,8852,408,548748,163863,56210,224,929(4,111,526)6,113,402

営業利益（又は営業

損失△）
△577,157127,28455,164 52,356132,000△210,351 175,021 △35,329

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　(中国)中国、香港　(その他のアジア)シンガポール　(米州)米国　(欧州)ドイツ
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

中国
(千円)

その他のアジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

Ⅰ　海外売上高 646,137 1,148,280385,868292,705114,3042,587,296

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― ― ― 2,812,777

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

23.0 40.8 13.7 10.4 4.1 92.0

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

中国
(千円)

その他のアジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

Ⅰ　海外売上高 1,567,8672,371,810748,163720,584239,1345,647,560

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― ― ― 6,113,402

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

25.7 38.8 12.2 11.8 3.9 92.4

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　(1)中国・・・・・・・・中国、香港

　(2)その他のアジア・・・インド、バングラデシュ

　(3)米州・・・・・・・・米国、カナダ

　(4)欧州・・・・・・・・トルコ、ドイツ

　(5)その他・・・・・・・南アフリカ、オーストラリア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

644円10銭 672円00銭

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △16円12銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△373,528

普通株式に係る四半期純損失(△)
(千円)

△373,528

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 23,167,677

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △17円45銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△402,277

普通株式に係る四半期純損失(△)
(千円)

△402,277

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 23,055,080

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第63期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月21日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 160,430千円

②　１株当たりの金額 ７円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月６日

ペガサスミシン製造株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　木　　村　　文　　彦　　印

────── ─────────────────────

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　石　　井　　尚　　志　　印

────── ─────────────────────

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているペガ

サスミシン製造株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ペガサスミシン製造株式会社及び連結子会社

の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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